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Abstract 
This study discusses Erikson’s generativity in middle-aged and older people. A survey of the subject was taken part in by 25 
women and 9 men from early 40 to late 70s. They were asked about consciousness of generativity. The comments were 
categorized into 4 groups, (a) emotional connections with next generation, (b) difficulties in communicating with younger 
people, (c) good relationships with younger people, and (d) other opinions and feelings for youths. The following main 
factors were found from their comments. Participants attempts to accept cultures and values of youth, but they also 
mentioned immaturity of personality and generation-gaps. As a whole, elderly people also hope to communicate with 
younger adults and to build a fifty-fifty relationship, so we should have a positive concern with each other. 
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１. 問題・目的
Erikson（1950）が generativity という概念を提唱したことにはじまり，成人期以降の発達課題として，
世代間の結びつきに関心が寄せられている。generativity は，子孫を生み出すこと，生産性や創造性と
いった新しいものを生み出し続けることに関連しており，対人関係の側面においては，「次世代を確立
させ導くことへの関心」（Erikson，1950）と定義することができる。Erikson は自らの漸成発達理論に
おいて generativity を第 7 段階の課題であるとしたが，実際には成人期から高齢期を通して，generativity
はその形を変容させながら達成していくものであると指摘されている（田渕・中川・権藤・小森，2012）。
従来 generativity は日本語で“生殖性”等と訳されてきたが，生殖という言葉が“子どもを生むこと”
に限定したイメージを喚起させることから，近年では，エリクソンによる用語のまま“ジェネラティ
ビティ”と表現されることもある。 
ジェネラティビティは，前述の定義にみられるように，“生み出し育てる”“世話をする”という意
味や，次世代に何かを“伝える”といった意味を含んでいる。成人期以降には，「必要とされることを
必要とする（need to be needed）」（Kotre，1984）といった言葉に象徴されるように，自分自身が生み出
したあるいは身に付けてきた技術や文化を年下の世代に伝えていくこと，あるいはそのような感覚を
持てることが重要であると考えられており，その対立命題が停滞（stagnation）の状態であるとされる。
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ジェネラティビティを獲得することの重要性を示す知見として，An& Cooney（2006）では，子どもを
もつ 35-74 歳の人々の主観的幸福感と世代継承性の関連を検討しており，主観的幸福感に最も大きな
影響を与えている要因は世代継承性であり，その傾向は男性よりも女性の方が強いことが示されてい
る。 
 このように，ジェネラティビティは成人期の発達を捉える上で鍵となる概念であり，わが国でもい
くつかの検証がなされてきた（例えば，串崎，2005；丸島・有光，2007；田渕・中川・権藤・小森，
2012；相良・伊藤，2017）。そこでは，ジェネラティビティをいくつかの下位概念から構成されるもの
として捉えており，串崎（2005）では，生み出し育てることへの関心，世代継承的感覚，自己成長・
充実感，脱自己本位的態度の 4 因子が，丸島・有光（2007）では創造性，世話，世代継承性の 3 因子
が，田渕他（2012）では，遺産，知識伝達，世話，貢献，創造性の 5 因子が抽出されている。さらに
田渕他（2012）と同じ項目を用いた相良・伊藤（2017）では，世代性意識，社会貢献の意志の 2 因子
が抽出され，それらの世代差や性差も検討されている。これらのジェネラティビティ研究の共通点と
しては，その下位概念が示すように，次世代との結びつきの肯定面に焦点が当てられてきたこと，ま
た次世代に対して知識や技術，世話を“与える”方向での関わりが中心に取り上げられていることが
挙げられる。 
一方，こうした Erikson 理論の健康的で楽観的な局面の強調に対して，前述の Kotre（1984）は，世
代性には別の側面もあることを指摘している。それは人間性のもつ“捻れ”の側面であり，例えば，
世代間での子育て観の違いや生活様式，価値観の違いといった側面が，円滑な世代間交流の妨げとな
りうる。また，“捻れ”以外の側面として，年長者が若者世代に“与える”という一方向でのつながり
のみならず，年上世代が年下世代から援助を“受け取る”方向での関係も生じうること，加えて，世
代間相互作用が強調される場合には，年上世代が世代性行動を行った後の，年下世代からのフィード
バックの有無（田渕・三浦，2014）が，高齢者のジェネラティビティに影響を及ぼすことなどが指摘
されている。つまり，世代間交流やその影響を考える上では，肯定面以外にも目を向ける必要があり，
それらを把握することで，より良好かつ適切な世代間交流のきっかけを見出すことができると考えら
れる。そこで本研究では，ジェネラティビティが発達課題となる中高齢期の男女を対象に，広く年下
世代に対する意識を探索的に捉え，それらをもとに，世代間の結びつきや関係の在り方についての示
唆を得ることを目的とする。 
 
２. 方法 
調査手続き：地域の公開講座の受講者を対象に，無記名式の質問紙調査を実施した。調査実施にあた
り，成人の生活意識調査として口頭および文面で調査概要の説明および依頼を行い，同意を得られた
場合に質問項目へ回答してもらった。質問紙は，回答内容が見えないよう二つ折りにしてもらい，個
別に回収を行った。 
調査時期：2017 年 5 月 
調査対象者：調査手続きに基づき調査依頼を行ったところ，40 名から参加協力を得られた。そこで 
それぞれの協力者に通し番号（ID1～ID40）をふった。 
分析対象者：調査に協力の得られた 40 名のうち，該当年齢から外れるもの，年代・性別ともに不明で
あった者を除く 34 名を分析対象とした。分析対象者の内訳は，40 歳代 8 名（女性 7 名，男性 1 名），
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50 歳代 13 名（女性 11 名，男性 2 名），60 歳代 9 名（女性 4 名，男性 5 名），70 歳代 4 名（男性 3 名，
女性 1 名）であった（Table1）。 
 
女性 男性
40歳代 7 1
50歳代 11 2
60歳代 4 5
70歳代 3 1
Table1　分析対象者の内訳（N＝34）
 
 
質問項目：次世代への意識を広く捉えるため，以下の①～④の質問を行い，自由記述による回答を求
めた。 
①次世代とのつながりを実感するとき：ご自身の普段の生活の中で，次世代とのつながりを実感され
る時や出来事について自由にお書きください。 
②次世代とのつながりのマイナス面：次世代とのつながりや関わりについて，マイナス面を感じてお
られることを自由にお書きください。  
③次世代との望ましい関わり方：あなたは，次世代の人々とどのように関わりたい，つながりたいと
思いますか。次世代の人々と関わる上で考えていることを自由にお書きください。 
④次世代に対する感情：あなたは，次世代の人々に対してどのような気持ちをお持ちでしょうか。自
由にお書きください。 
 なお注釈として教示の中に，“ここでの次世代とは，主にご自身より年齢が下の世代と広く捉えてく
ださい”という説明を加えた。 
分析方法：①から④の質問に対して得られた記述内容について，心理学を専門とする研究者 2 名が協
議しながら分類を行った。本研究では，次世代に対する意識の種類をできる限り抽出するため，1 つ
の回答中に複数の意味内容が含まれている場合には，意味内容のまとまりごとに複数の意見としてカ
ウントした。得られた記述は，“次世代とのつながりを実感する時や物事”，“次世代とつながる上での
難しさ”，“次世代との望ましい付き合い方”，“その他，次世代に対する意見・感情”という 4 つの観
点から整理し，それぞれに含まれるカテゴリを検討した。 
 
３． 結果と考察 
本研究では，中高齢期の男女を対象に，ジェネラティビティに関連する意識の質的な側面を自由記
述によってとらえた。以下では，4 つの視点それぞれに含まれるカテゴリおよび具体的な記述内容に
ついて述べていく（Table 2～Table5）。 
 
（1）次世代とのつながりを実感する時や物事 
“次世代とのつながりを実感する時や物事”として，Table2 のカテゴリが得られた。まず，＜年下
世代の人物＞では，職場で一緒に仕事をする仲間や，自分自身の子ども，社会的活動を通して出会っ
た人々が挙げられていた。次に，次世代とのつながりを感じる場面として，＜年下世代と一緒に行動
するとき＞＜年下世代と会話をともにするとき＞＜年下世代に何かを伝えるとき＞というカテゴリが
得られた。行動を共にするときでは，一緒にお茶を飲んだり，会食をしたり，遊びに誘われるといっ
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た日常的な付き合いにつながりを感じるという意見が多く，会話場面では，年下世代と同じ話題を共
有できるときにつながりを感じるという意見が見られた。それに対し＜年下世代に何かを伝えるとき
＞では，新人社員の育成や仕事上で自分の経験を伝えるときなど，具体的に何かを指導したり伝えた
りすることでつながりを感じていることが示された。 
 
Table2 次世代とのつながりを実感する時や物事 
＜年下世代の人物＞ 
職場や仕事の関係者。（ID3，ID5，ID6，ID8，ID9，ID12，ID32，ID36） 
親族とのつながり。（ID3） 
近所の人。（ID3） 
地区のママ友との付き合い。（ID6） 
自分の子ども。（ID8，ID34） 
自分の子どもやその友人。（ID22） 
社会的活動の中で出会った人々。（ID34） 
＜年下世代と一緒に行動するとき＞ 
近所の人たちにゴルフや遊びに誘われたとき。（ID2） 
お茶に誘われて話すとき。（ID2） 
子や孫と会食するとき。（ID18） 
同じ職場で，協力して業務を進めていくとき。（ID24） 
年齢を越えた職場の飲み会や交流会。（ID25） 
＜年下世代と会話をともにするとき＞ 
1 つの共通の話題があり，共に考え共感できたとき。（ID1） 
育った時代の違いによるものは多々あるが，よく話をすれば，人間としての価値観の共通するところは一
緒で，親しみは感じる。（ID11） 
（例えばパソコン操作，音楽等の趣味について）共通の話題があるとき。（ID18） 
相手の世代のキーワードや流行語，言い回しを共有してコミュニケーションをとるとき。（ID26）                            
＜年下世代に何かを伝えるとき＞ 
新人社員の育成。（ID14） 
仕事で，自分が経験したり感じたりしたことを伝えたとき。（ID31） 
＜年下世代から援助を受けるとき＞ 
勤務先で自分より年下の職員とチームで仕事をする中で，自分が教えるだけでなく，年下世代のサポート
で仕事がスムーズにまわることもあり，そのような時はつながりを実感する。（ID13） 
長男が結婚をしてから，記念日にはプレゼントを贈ってくれるなど親の事を気にかけてくれるようになっ
たこと。（ID15） 
同居する長男一家から，困った事がある時に手をさしのべてもらった時。（ID30） 
＜年下世代から刺激を受けるとき＞ 
「イマドキ」をもらえるとき。（ID 4） 
自分にはない考えを聞くことができるとき。（ID27） 
＜その他＞ 
時代の流れの中で自分自身のことを振り返り，懐かしく思う。（ID35） 
あまり他の世代との交流を感じることがない。（ID38） 
自分の子ども以外には次世代と交流しているという実感がない。（ID40） 
 
一方で，＜年下世代から援助を受けるとき＞では，職場においてチームで仕事をする中で年下世代
からサポートを受けた時や，親子関係において子ども世代から気にかけてもらう時につながりを感じ
るという意見が見られた。寿命の延びに伴い成人期が長期化する中では，成人同士の立場や役割に変
化が生じることがあり，これまでの独立した成人同士の親子関係から，壮年期の子どもが後期高齢期
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に入る親世代を気遣ったり世話をしたりするといった役割関係の変化が生じうる。本研究においても，
年長者として年下世代に“与える”方向での関わりに加え，年下世代から援助や厚意を“受けとる”
ことでもつながりを感じるという，関係の双方向性がうかがえる意見が複数見られた。 
 このように，次世代とのつながりを実感する時や物事では，私的な関係から職場や社会活動などで
の公的な関係まで，様々な場面を通して年下世代とのつながりを実感していることが示された。一方，
年下世代と直接に接する機会が少ない者においては，つながりを実感しづらいこともうかがえた。 
 
（2）次世代とつながる上での難しさ 
“次世代とつながる上での難しさ”について分類したカテゴリを Table3 に示す。ここでは，＜意思
伝達・相互理解の難しさ＞をはじめとして，異なる世代の者同士がお互いの気持ちを理解したり共感
したりすることの難しさが中心に述べられていた。また＜若さや新しさとの乖離＞では，年下世代の
若さについていけない，あるいは技術発展において自分自身が時代遅れであると感じることが次世代
との隔たりの意識へとつながり，そうした部分でのつながりは求めないという意見も見られた。 
加えて＜距離の取り方の難しさ，遠慮＞では，年下世代の人々と関わろうとすることが，年下世代
にとって迷惑になるのではないかという気後れから積極的な関わりを躊躇するという記述が見られた。
また同様の意見として，年下世代から気を遣われたり遠慮されたりしていると感じるという記述も見
られた。とりわけ，異なる世代同士の交流においては，互いの状況を慮り，相手の領域に踏み込みす
ぎないことが重視されるが，その弊害として，互いに気を遣い合って個の領域に入り込まないことを
重視するあまり，結果的に世代間の結びつきが希薄化する可能性が示唆される。核家族化の進行など
を背景として，家庭内の世代間交流が減少し続ける現代においては，異なる世代の者同士が日常的な
会話や接触を通して互いの感情を直接に伺い知る機会も必然的に少なくなる。そのようなコミュニケ
ーション機会の不足から，外の社会においても世代間交流を敬遠するような心の動きが生じうること
を認識する必要があるだろう。 
 
Table3 次世代とつながる上での難しさ 
＜意思伝達・相互理解の難しさ＞ 
日本語が通じていない。（ID5） 
気持ちが通わない。（ID5） 
問題部分の共有が出来ていない。（ID7） 
コミュニケーション不足。（ID31） 
＜若さや新しさとの乖離＞ 
テクノロジーの発達が著しく，次世代の人々との隔たりを感じて交流しにくいと思ってしまう。（ID10） 
次世代の人々の元気さ，パワフルさについていけない時に自分の年齢を感じる。（ID25） 
私には古さしかないので，その面での関わりやつながりは求めない。（ID29） 
＜距離の取り方の難しさ，遠慮＞ 
はじめは，年下世代の人は近づいてきてくれず，個人のエリアに入れないと思っている。（ID4） 
年をとると頑固になるので，嫌われるかなとも思い，距離の取り方は難しい。（ID4） 
若い世代があまりにも時間的余裕がなく，交流するのは迷惑なのではないかと考えてしまう。（ID10） 
シニア年代に対する遠慮があるのではないかと感じる。（ID18） 
年下世代から気を遣われている。（ID24） 
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（3）次世代との望ましい付き合い方 
“次世代との望ましい付き合い方”についてのカテゴリを Table4 に示す。年下世代の人々との望ま
しい付き合い方として最も多く挙げられたのは，＜配慮や相互理解＞であった。それぞれの世代が持
っている文化や価値観，生き方を知り，それらを尊重したいという姿勢が推察される。また本研究で
は，年下世代との＜課題の共有＞や＜対等な関係＞を求める意見もみられた。年齢や世代による上下
関係を意識しすぎることなく，互いに課題を出し合い共通認識を持ちたいという志向がうかがえる。
さらに，＜見守り・応援＞では，年下世代への応援の気持ちとともに，年下世代の力になりたいとい
う意向も述べられていた。 
 
Table4 次世代との望ましい付き合い方 
＜配慮や相互理解＞ 
対面して相手の表情を汲み取り，思いやりを持ちたい。（ID1） 
相互に理解し合い，居心地の良い関係でいたい。（ID14） 
考え方の違いを理解したいし吸収できるものは吸収したい。（ID14） 
世代によって考え方が変化するため，それぞれの意見・考え方を尊重したい。（ID17） 
直に話し合えば分かり合える。（ID18） 
自分も心を開いて関わることで，お互いを尊重し，理解しあいたい。（ID24） 
世代が違っても理解しあえる関係でいたい。（ID30） 
考え方は違うが，よく聞かせてもらいたい。（ID30） 
＜対等な関係＞ 
楽しいお友達関係でいたい。（ID2）  
仕事面でスマートに対応したい。（ID5） 
お互いに教えあえる関係でありたい。（ID9） 
年下世代から助けてもらうことも多く，上下のコミュニケーションは必要ないのではと思う。（ID26） 
自然に，年の差を感じずに関わりたい。（ID35） 
＜課題の共有＞ 
次世代の人の視点で変えられること，変えたいと思っていることを共有していきたい。（ID13） 
地域社会を充実させるための具体的な行動計画，企画，実践について共有したい。（ID18） 
地域の生活は地域で何とかするという意識を持ち，地域社会でのつながりを持っていきたい。（ID40） 
＜見守り・応援＞ 
自分の子どものようになってくるので，温かい気持ちで見守りたい。（ID4） 
夢を追い，がんばることを応援したい。（ID6） 
子供の貧困や荒れている子の問題に対して，何かお手伝い出来る事があると思う。（ID7） 
学生や新社会人の人々が社会人として生きていけるように見守り，応援していきたい。（ID24） 
自分の人生経験が何かのお役に立てたらと思う。（ID25） 
次の世代に今まで培ってきたものを伝えていきたい。（ID26） 
少し長く生きてきた分の経験があるので，参考になる程度に伝えてあげたい。（ID30） 
＜一歩引いた立場から＞ 
全てにわたり，でしゃばらない，おしつけない気持ちを持って接し会話をする。（ID2）  
自分からは会話の中に入らない，何かあったり話しかけられたりしたらお話をする。（ID35） 
次世代の人々のため，少し引いたところからバックアップしていきたい。（ID36） 
＜関わりへの志向＞ 
職場でも趣味のものでも，機会があれば関わりたいと思う。（ID11） 
同じ年代の人達だけとかかわっていると，気持ちが小さくなってしまう気がするので，年代が異なる人と
も話をする機会があれば良いと思う。（ID27） 
色々な場面で対話をしていきたい。（ID34） 
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加えて，＜見守り・応援＞とも近いカテゴリとして，＜一歩引いた立場から＞次世代とつながりた
いという考えも述べられていた。普段は自分から積極的に年下世代に関わっていくわけではないが，
求められる場面では年下世代の力になりたいという意向がうかがえる。 
中高齢期になると，子育てや職場での中心的な役割に一区切りがつくことで，精神的・物理的な余
裕を感じる者が増えていく。そこで生じた新たな資源を，どのような対象にどのような活動を通して
配分していくかが，今後より重要な課題となっていくであろう。 
 
（4）その他，次世代に対する意見・感情 
“その他，次世代に対する意見・感情”では，年長者として現代の若者に対して感じていることや，
年下世代に対する意見や助言が述べられ，多様なカテゴリが抽出された（Table5）。 
 まず＜現代の若者の特性＞では，現代の若者全般に対する印象が述べられており，その内容をみる
と，世間という意識の希薄さや周囲への配慮不足，挨拶や常識・マナーの欠如，自己中心性といった
人格的未熟さに言及した記述が特徴的にみられた。加えて，精神面の脆さや芯の弱さを指摘する記述
も見られた。これらの意見は，現代の若者に対する批判的分析であると捉えることもできるが，見方
を変えると，マナー不足や常識のなさ，自我の強さといった意見は，時代を問わず年長者が年下世代
に抱きやすい感情であるとも捉えることができる。このような意識が生じる背景には，年長者自身の
加齢変化が影響している可能性も考えられる。パーソナリティの加齢変化を扱った実証的研究におい
て Big Five のような性格特性でみると，加齢とともに神経症傾向は低下し，調和性や勤勉性は高くな
っていくことが示されている。つまり，中高齢者自身が，柔軟性や相手への配慮といった円滑な対人
関係を形成・維持していく能力を高めてきたのであり，そのような成熟した状態から現在の若者世代
をみたときに，未熟さが際立って認知される可能性も考えられる。 
 また，＜年下世代が置かれた状況の難しさ＞では，情報ツールが発達することによって生活様式が
変化し便利になる反面，その歪みも生じているのではないかという意見が複数みられた。 
 さらに，＜子育て観の違い＞が世代差として述べられており，母親の就労に対して疑問視する声が
見られた。小林・深谷・原田・村山・高橋・藤原（2016）は，子どもや子育てに関する世代間の価値
観の相違が問題になることがあると指摘し，高齢者側は，文化の伝承，悩みの相談，智恵の提供，ア
ドバイスなど経験に基づく子育て支援を提供したいと考えている者の割合が高いのに対し，親側では
そのような支援を受けたい人と受けたくない人が半数ずつであることを示している。子育てをめぐる
こうした認識の違いは近年広く浸透してきており，祖父母世代に向けて現代の子育ての常識を綴った
孫育ての指南書が発行されるなど，親世代の価値観を尊重した孫への関わりが推奨されている。祖父
母世代が自分たちの時代の常識を親世代に押し付けることなく，子育てを影から支える存在となるこ
とが求められる一方で，本研究の記述からは，必ずしも現代の子育てに賛同できる部分ばかりとはい
えないことがうかがえる。 
 
 
 
 
 
 
????の???に?する??についての?????
19
  
Table5 その他，次世代に対する意見・感情 
＜現代の若者の特性＞ 
忍耐力がない。（ID14）忍耐強さや持久力が不足しているように感じる。（ID32） 
欲や自発性がない。（ID14） 
責任感が少し欠けているように感じる。（ID32） 
精神面で弱いところがあると感じる。（ID17） 
あまりにも情報が多い状況の中で，真に「自分」を見極められていないのではないかと感じる。（ID34） 
常識の無さに驚くことがある。（ID3）無作法。（ID5） 
若さゆえの生意気さや自我の強さを感じる。（ID5） 
挨拶，マナー不足。（ID31）諸場面でモラル不足を感じる。（ID37） 
相手の気持ちを察する思いやりが薄い。（ID30） 
自己中心的で自分のことしか考えていない。（ID30） 
物質的に恵まれて育った世代のため，物を大切にするという意識が希薄である。（ID18） 
世間という考え方が薄い反面，自由な考え方や行動ができる。（ID6） 
自分が若い頃に比べ，現在の若い人々は頑張ることや一生懸命になることが恥ずかしくない空気があるた
め，うらやましく感じる。（ID22） 
明るく元気でパワフルで，ちょっとした会話でも盛り上がることができ，うらやましいと思う。（ID25） 
今の 20 代～30 代の人たちは非常に冷静な目で物を見ていて，ある意味私よりも現実的な考え方をしてい
る。（ID33） 
＜年下世代が置かれた状況の難しさ＞ 
日常生活の営みは昔の人々とそれほど変わらないと思うが，ポケベル，携帯，スマホ，人工知能とどんど
ん変化してゆく中で，人と人のつながり方や向き合い方が変わってきていると感じる。（ID1） 
メールなど，便利になればなるほど心が貧しくなるように思う。（ID1） 
子供たちがスマホやタブレットをずっと見ていて気になる。（ID8） 
物事を簡単に調べられ，その分回り道が少ない。（ID18） 
科学・技術の進歩が極めて早く，それとつきあわざるを得ない事が大変だと思う。（ID29） 
スマホ，ゲーム，IT 機器があることが当たり前となり，人間本来の大事なものを失いそう。（ID30） 
若い人達の老後（定年後の生き方，仕事，生活等）が今後，ますます厳しくなると考えている。（ID28） 
次世代の人々が過去の知恵や知識を身に付けるゆとりがない事はマイナスだと思う。（ID29） 
＜子育て観の違い＞ 
女性を職場につかせるための考え方が正当化されているが，特に乳幼児を持つ母親にとって，働くことが
大事なことではない気がする。（ID6） 
若いお母さん達が正社員で働き続ける気持ちが理解しづらい。働いていない人がダメなのかと思ってしま
う。（ID8） 
＜次世代への助言・期待＞ 
先人から伝わってきた古き良き考え方や行動を守ってもらいたい。（ID6） 
心の内を相談できる人が身近にいれば良いと思う。（ID17） 
ネットの情報のみでなく，多くの人の意見を聞いてしっかり自分の考えを持ってほしい。（ID20） 
自分以外の人の多様な気持ちや考えを受け入れられると良い。（ID31） 
社交辞令だけでも挨拶や会話をすると良い。（ID31） 
誰もが輝ける時代になって欲しい。（ID7） 
夢を持ってほしい。あきらめないでほしい。今しか見ない生き方はもったいない。（ID9） 
自分のやりたいことや時間を大切に過ごして欲しい。（ID32） 
＜その他＞ 
意見を持っていても発言しない者がいる反面，自由に発言するものもあり，育った環境等により様々だと
感じている。（ID13） 
個人的には年下の方と関わるのが苦手。（ID22） 
すごく理解しにくい人もいれば，とても丁寧に接してくれる人もいる。（ID36） 
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このように次世代の人々が抱える課題や世代間の認識の違いが多く記述されていた一方で，記述数
は多くないものの，年下世代のエネルギーの高さや物事への集中力といった，若さが持つ肯定的な面
を評価する者もいた。また，＜次世代への助言・期待＞では，古くからの行動様式や挨拶といった慣
習を大切にしてほしいというアドバイスとともに，次世代の人々が満足できる人生を主体的に生きら
れることを願うという意見が特徴的に見られた。年下世代の健全な幸せを願うという内的欲求は，世
代継承性の重要な一側面を表したものであるといえるだろう。 
 
４．総合考察 
本研究では，中高齢者のジェネラティビティの一側面として，彼らが持つ次世代に対する意識に焦
点を当て探索的に検討してきた。自由記述より，年下世代との間で感じられるつながりやつながるこ
との難しさ，年下世代との望ましい関係など多様な意識のカテゴリが抽出され，これらはジェネラテ
ィビティの質的側面を理解する上での基礎資料となると考えられる。さらにここでは，主に世代間交
流に関して得られた意見をカテゴリ化する中で見えてきた課題について 2 点挙げておく。 
（1）世代間の相互理解のために 
 本研究では，次世代との望ましい関係として，お互いの状況を知り，相手の感情に耳を傾けること
で相互理解を持ちたいという希望が多く述べられていた。しかしその一方では，世代間交流の暗部と
して，異なる世代の人々に対する遠慮の気持ちや，若者世代に対して未熟さを感じるといった消極的・
批判的な意見も述べられており，その背景には，互いの世代が持つ常識の違いや多様性を知る機会が
不足していることが示唆された。 
 そのような中で求められることは，年長者と年下世代の双方が，自分自身が経験していない，つま
り同じ体験をすることを通して共感することが難しい領域に対していかに開かれた態度を持つことが
できるかであり，その際に重要なことは，年長者が年下世代の価値観を尊重すると同時に，年下世代
もまた年長者の経験や考えに対して十分に敬意を払うことではないかと考えられる。Cheng（2009）
は，高齢者から若者への利他的行動が行われた際，若年世代から尊敬や感謝といったポジティブな反
応が得られなければ，高齢者は支援を継続する意欲を失ってしまうと述べている。また田渕・三浦
（2014）は，高齢者と若者世代の相互交流において，高齢者から若者世代に対する利他的行動を若者
がポジティブに受け取る場合に，高齢者の世代性の向上がみられることを実験的手法により示してい
る。これらの知見を併せて考えると，相手の世代からの積極的関心や敬意を感じ取ることができた時
に，良好な世代間交流が生まれていくきっかけが生じるのではないかと考えられる。 
（2）世代間交流の多様性がもたらすもの 
 世代間のつながりを捉える上でライフスタイルの多様化を看過することはできず，わが国において
も，成人して結婚して子どもをもうけるというライフコースが一般的でなくなってきたこと（福島・
沼山，2015）などを考慮すると，世代間の結びつきや関係の在り方も今後より多様化していくことが
予測される。従来は，祖父母，親，孫という血縁関係に基づくタテの関係や，職場での年功序列によ
る上司から部下への世代継承性が中心であったのが，それ以外にも，血縁関係に基づかない関係や，
年齢を基準としない職務を介した関係など，私的，公的を問わず様々な形態の世代間交流が生じうる。
そうしたこれまで少数派とされてきた新たな関係性を構築，維持することには相応の努力を要するが，
前述のように，世代間の相互理解を自然発生的に身につけることがすでに容易ではない時期に入って
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いることをふまえると，世代間交流の多様化の流れは一つのチャンスであるともとらえうる。つまり，
互いに生きてきた文化や共有してきた価値観が異なる者同士であるということをまず前提として十分
に認識するところからスタートし，相互理解を共に作り上げていこうとする一連の営みは，成人の人
格的成熟において有用な意味を持つものであると考えられる。その際には，本研究で得られたような
ジェネラティビティの明部，暗部をふまえた上で，多様な価値観に触れられるという世代間交流のメ
リットを最大限享受できるような機会を提供していくことが重要であると考える。 
 
引用文献 
An, J.S., & Cooney, T.M. (2006). Psychological well-being in mid to late life: The role of generativity development and parent-child  
relationships across the lifespan. International Journal of Behavioral  Development, 30, 410–421. 
Cheng S.T. （2009）．Generativity in later life: Perceived respect from younger generations as a determinant of goal disengagement and  
psychological well-being. Journal of Gerontology，64，45- 54. 
Erikson E.H. (1950).  Childhood and society. New York: W. W. Norton.（仁科弥生（訳）幼児期と社会Ⅰ みすず書房，1977） 
福島朋子・沼山博 （2015）．子どもの有無と主観的幸福感―中年期における規定因を中心として― 心理学研究， 86，474-480． 
小林江里香・深谷太郎・原田謙・村山陽・高橋知也・藤原佳典（2016）．中高齢者を対象とした地域の子育て支援行動尺度の開 
発 日本公衆衛生雑誌，63，101-112. 
Kotre,J.（1984）. Outliving the self: Generativity and the interpretation of lives. Baltimore, MD: Johns Hopkins University Press. 
串崎幸代 （2005）．E.H.Erikson のジェネラティヴィティに関する基礎的研究―多面的なジェネラティヴィティ尺度の開発を 
通して― 心理臨床学研究，23, 197-208． 
丸島令子・有光興記 （2007）．世代性関心と世代性行動尺度の改訂版作成と信頼性，妥当性の検討 心理学研究，78，303-309. 
相良順子・伊藤裕子（2017）中年期におけるジェネラティヴィティの構造とジェンダー差 パーソナリティ研究，26，92-94. 
田渕恵・中川威・権藤恭之・小森昌彦（2012）．高齢者における短縮版 Generativity 尺度の作成と信頼性・妥当性の検討 厚生 
の指標，59，1-7. 
田渕恵・三浦麻子 （2014）．高齢者の利他的行動場面における世代間相互作用の実験的検討 心理学研究，84，632-638. 
 
注 
本研究は JSPS 科研費 （若手研究（B）課題番号 JP17K18210）の助成を受けたものです。 
（受付日：2018 年 2 月 15 日） 
???????????????　?15?
22
